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１．アジア各地域に根付く教育に関する問題点とその要因

• 東南アジアの教育水準って日本ほど高くはない。

• 一方、日本は東南アジアの他国と比べ教育水準は低くないはずなのに、英語を含
めて他国に劣る部分もある。

その中でも、1人当たりのGDPが最も低いミャンマーの識字率は90%を超えている。
なぜか？・・・農村部の寺院が重要な役割を果たしているから。

教育制度に不満を持っている人も少なからずいるはず。



・日本の英語力の低さが際立つ

・ただし、他のアジア諸国がいい結果になって
いるのは高水準の教育を受けている人のみが
TOEFLを受けていることにも起因する

・インドやマレーシアは歴史的な背景も絡み、
英語を話せる人は多く存在する

http://dime.jp/genre/8189/ （2013/12/2）

１．アジア各地域に根付く教育に関する問題点とその要因
～英語力からわかるアジア諸国の現状～

http://dime.jp/genre/8189/


• 英語教育大手の“EF English First”が行った「世界の英語力ランキング」 （2012年度）

http://estorypost.com/wp-content/uploads/2012/

11/a50232dcdd5a809c7eae3ed090de1824.jpg?6dfaae

(最終アクセス日 2013/12/02)

・東京はシンガポール並みの水準（＝高い）
・女性の方が平均的にみて高い結果に

１．アジア各地域に根付く教育に関する問題点とその要因
～英語力からわかるアジア諸国の現状～

http://estorypost.com/wp-content/uploads/2012/11/a50232dcdd5a809c7eae3ed090de1824.jpg?6dfaae
http://estorypost.com/wp-content/uploads/2012/11/a50232dcdd5a809c7eae3ed090de1824.jpg?6dfaae


２．研究目的

• 国民の利用するサービス（旅行・スクール etc…）が、教育的な要素にどのくらい
利用されているのかを知ることも重要なことである。

• 教育の中でも、やはり語学というのは重要なものであり、グローバル化のなかで世界
中で英語や中国語などの第二外国語が使われている。今後、外国語学校はより
多く使用されていくのではないだろうか。

• 外国語学校がどのような人に利用されているのか（職業や年齢等…）を知ることも
ターゲティングなど行っていくうえで必要であろう。

• そうした中で、日本をはじめとする先進国では外国語学学校をより発展させていくた
めの施策が、一方で東南アジアなどの発展途上国では外国語学学校の浸透のた
めの施策ができるのではないだろうか。

• 最終的には、外国語学校を利用してもらえるにはどうすればいいのか、それについて
マーケティング的提言を行っていくことを目的としている。



３．記述統計とそこから見出される可能性
（教育に関する調査項目）

a. 教育制度に関してとても心配している（不満を持っている）

出典： http://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/chosa-hyo/0406c.html



• ベトナム・韓国・インドの割合が他国に比べて高い

• 高水準の教育を受けた人が教育に不満を持つ傾向がある

• 収入が低い人の方が教育に不満を持つ傾向がある

• 英語を多少話せる人が教育に対して不満を持つ傾向がある

• 性別や年齢によって不満を持つ人の割合が異なる国も存在する

• 不満を持つということは、需要・ニーズも必ず存在する（＝マーケティング余地あり）

Ex. 性別・・・韓国、マレーシア、ウズベキスタン、インド
年齢・・・韓国、タイ、インドなど

３．記述統計とそこから見出される可能性
（教育に関する調査項目）

a. 教育制度に関してとても心配している（不満を持っている）からわかったこと



３．記述統計とそこから見出される可能性
（教育に関する調査項目）

b-1. 最近1年間で外国語学校の利用経験がある

出典： http://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/chosa-hyo/0406c.html



３．記述統計とそこから見出される可能性
（教育に関する調査項目）

b-2. 今後1~2年以内に外国語学校の利用意向がある

出典： http://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/chosa-hyo/0406c.html



利用して
いない

利用
している

<NA> % N

Japan 98.6 1.4 0 100 857

South Korea 96 4 0 100 800

China 94.2 5.8 0 100 800

Malaysia 99.5 0.5 0 100 800

Thailand 96 4 0 100 800

Vietnam 88.4 11.6 0 100 807

Myanmar 97.8 2.2 0 100 800

India 97 3 0 100 822

Sri Lanka 98.6 1.4 0 100 800

Uzbekistan 95.2 4.8 0 100 800

<NA> NaN NaN NaN NaN 0

96.1 3.9 0 100 8086

利用する
つもりない

利用意向
ある

<NA> % N

Japan 97.8 2.2 0 100 857

South Korea 91.9 8.1 0 100 800

China 90.9 9.1 0 100 800

Malaysia 98.9 1.1 0 100 800

Thailand 94 6 0 100 800

Vietnam 85.3 14.7 0 100 807

Myanmar 98.4 1.6 0 100 800

India 97.1 2.9 0 100 822

Sri Lanka 99 1 0 100 800

Uzbekistan 87 13 0 100 800

<NA> NaN NaN NaN NaN 0

94 6 0 100 8086

 table2(COUNTRY,B0083,exclude=NULL)

（今後1~2年間の外国語学校利用意向）
 table2(COUNTRY,B0063,exclude=NULL)      

（この1年間での外国語学校利用者）

ミャンマー、インド、スリランカを除いた各アジア諸国で外国語学校の利用意向は
実際の1年間の利用者よりも増加傾向にある。
⇒マーケティング（顧客獲得）する余地があるのでは？

３．記述統計とそこから見出される可能性
（教育に関する調査項目）



３．記述統計とそこから見出される可能性
（教育に関する調査項目）

日本 韓国 中国 マレーシア タイ ベトナム ミャンマー インド スリランカ ウズベキスタン

現在利用していないし、今後
も利用意向はない

829 718 698 787 733 666 778 790 786 670

現在利用していないが、今後
利用意向はある

16 50 56 9 35 47 4 7 3 92

現在利用しているが、今後の
利用意向はない

9 17 29 4 19 22 9 8 6 26

現在利用していて、今後も利
用意向ある

3 15 17 0 13 72 9 17 5 12

外国語学校の利用状況と今後の利用意向（4分類した結果）



日本

現在利用していないし、

今後も利用意向はない

現在利用していないが、

今後利用意向はある

現在利用しているが、今

後の利用意向はない

現在利用していて、今後

も利用意向ある

ウズベキスタン

1

2

3

4

３．記述統計とそこから見出される可能性
（教育に関する調査項目）

日本とウズベキスタンの外国語学校の利用経験と利用意向とを比較したグラフ



３．記述統計とそこから見出される可能性
（教育に関する調査項目）

• 韓国・中国・タイ・ベトナム・ウズベキスタンでは今後、外国語学校を利用していこうと
している人が多く存在する。（特にウズベキスタン）

• インド、マレーシアは英語を話せる人も多く存在するので、外国語学校を利用しよう
とする割合が低いのではないだろうか。

• 日本人はまだまだ英語に対する意識が低い・・・（？）

b-1. 最近1年間で外国語学校の利用経験がある
b-2. 今後1~2年以内に外国語学校の利用意向がある、からわかること



３．記述統計とそこから見出される可能性
（教育に関する調査項目）

c. あなたの世帯収入はいくらですか
1 2 3 4<NA> % N

Japan 27.7 24.5 20 17.2 10.7 100 857

South Korea 38.1 16 23.5 16.5 5.9 100 800

China 45.9 20.1 12.8 20.6 0.6 100 800

Malaysia 39.1 13.1 26.2 13.2 8.2 100 800

Thailand 25.8 39.1 12.1 23 0 100 800

Vietnam 24.4 37.7 17.6 19.7 0.6 100 807

Myanmar 39 16.5 26.4 18.1 0 100 800

India 37.5 12.8 27.7 21.7 0.4 100 822

Sri Lanka 30.5 23.8 19.1 24.5 2.1 100 800

Uzbekistan 25.5 23.9 33.6 6.5 10.5 100 800

<NA> NaN NaN NaN NaN NaN NaN 0

33.3 22.7 21.9 18.1 3.9 100 8086

1は低所得者、高くなるにつれて高所得者となる



３．記述統計とそこから見出される可能性
（教育に関する調査項目）

c. あなたの世帯収入はいくらですか（各国グラフ一覧）



• 中国・タイ・ベトナム・インドは特に低所得者の割合が多い。

• 韓国・マレーシア・ミャンマーは中低所得者で大きな割合を占めている。

• 日本・スリランカ・ウズベキスタンは比較的、高所得者も多く存在する。

３．記述統計とそこから見出される可能性
（教育に関する調査項目）

c. あなたの世帯収入はいくらですか、からわかること



• Q36-1(B0061~)・・・最近1年間にあなた自身がご利用になったことのあるもの（MA）

• Q36-2(B0081~)・・・今後1~2年間の利用意向（MA）

• F1(X0001)・・・あなたの性別

• F2(X0002)・・・あなたの年齢

• F3(X0003)・・・あなたの最終卒業/終了学歴について

• F4(C0051)・・・どのくらい英語が話せるか

• F6(X0004)・・・あなたの職業

• F8(X0011~)・・・あなたの世帯の税込み収入

• Q42-2(X0032)・・・家族構成

３．記述統計とそこから見出される可能性
（教育に関する調査項目）

～注目した変数一覧～



４．分析（単回帰分析）

最終学歴 どのくらい英語が話せるか

小学校・中学校 1.4679***
高等学校 2.8314***
専門学校 3,5274***

大学 4.2140***

①最終学歴を説明変数に、
どのくらい英語が話せるか（英語力）を従属変数にして、単回帰分析

いずれの学校（最終学歴）でも全て１％水準で有意となった

＝最終学歴が英語力に影響を与える！



４．分析（単回帰分析）

あなたが心配している
こと（→教育制度）

今後利用したいサービス
（→外国語学校）

0.55032***

②-1.あなたが心配していること（→教育制度）を説明変数に、
今後利用したいサービス（→外国語学校）を従属変数にして、単回帰分析

１％水準で有意となった

＝教育制度に不満がある人は外国語学校の利用意向がある！



４．分析（回帰分析）
②-2.あなたが心配していること（→教育制度）を説明変数に、

今後利用したいサービス（→外国語学校）を従属変数にして、
国別の違いを見るための回帰分析

日本と比較して、傾きも切片も異なるモデルが
AIC尺度も最も小さくなり（＝-683.6868）、あてはまりが良かった

あなたが心配している
こと（→教育制度）

今後利用したいサービス
（→外国語学校）

日本 0.01567.
韓国 0.061512***
中国 0.079210***
タイ 0,036464**

ベトナム 0.102205***
ウズベキスタン 0.0.94595***



４．分析（単回帰分析）

性別
あなたが心配していること

（→教育制度）
0.04735

③性別を説明変数に、
あなたが心配していること（→教育制度）を従属変数にして、単回帰分析

有意とならなかった
＝性別の違いで教育制度に不満を持ちということにはならなかった。

つまり、教育には性別関係なしに不満を持つということがわかった。



４．分析（単回帰分析）

年齢
あなたが心配していること

（→教育制度）
-0.04779*

④年齢を説明変数に、
あなたが心配していること（→教育制度）を従属変数にして、単回帰分析

マイナスで10%水準で有意に
＝若い人の方が教育に不満がある

若い人の方が、普段教育に触れている（もしくは少し前に触れていた）の
で、より現実的に教育に不満を抱くのでは？



４．分析（単回帰分析）

どのくらい英語が話せ
るか（英語力）

あなたが心配していること
（→教育制度）

0.08825**

⑤どのくらい英語が話せるか（英語力）を説明変数に、
あなたが心配していること（→教育制度）を従属変数にして、単回帰分析

5%水準で有意に
＝英語を話せる人の方が教育に不満がある

英語を話せる人は、より英語力の向上を目指しているが、現状の英語教育に対
して自分の求める水準にないといえるのではないだろうか？



日本 韓国 中国 マレーシア タイ ベトナム ミャンマー インド スリランカ ウズベキスタン

現在利用していないし、今後
も利用意向はない

829 718 698 787 733 666 778 790 786 670

現在利用していないが、今後
利用意向はある

16 50 56 9 35 47 4 7 3 92

現在利用しているが、今後の
利用意向はない

9 17 29 4 19 22 9 8 6 26

現在利用していて、今後も利
用意向ある

3 15 17 0 13 72 9 17 5 12

外国語学校の利用状況と今後の利用意向（4分類した結果）

４．分析（多項ロジットモデル①）



• 利用意向があるということは、そこに向けたマーケティング余地あり。

• 利用経験・利用意向がある人は、どういった特性（性別や年齢、職業etc...）を
持っているのだろか。

• それを分析していくためにクラスター分析の1種である多項ロジットモデルを用いる。

• 4分類した結果を従属変数に、

• 性別（X0001）年齢（X0002）最終学歴（X0003）自身の英語力
（C0051）職業（X0004）世帯収入（X0011）家族構成（X0032）を
説明変数にして回帰分析する。

４．分析（多項ロジットモデル①）



• z値が全てにおいて優位とならなかった。説明変数が多すぎたためだと予測される。

• 現在利用していなくて、今後利用意向のある人がどういった変数とで有意となるかが
わかれば、それに合った提言ができるのではないか。

• さらに4分類した結果を用いて国別にみることができれば、国別の提言もできるので
2回目の多項ロジットモデルを行うために、まずはステップワイズ分析で変数の絞り込
みを行う。

４．分析（多項ロジットモデル①）



• １．説明変数が多かったため、性別（X0001）年齢（X0002）最終学歴
（X0003）自身の英語力（C0051）職業（X0004）世帯収入
（X0011）家族構成（X0032）をステップワイズして絞り込み

• ２．絞り込みした結果を用いて、多項ロジットモデル（2回目）を使って分析

４．分析（ステップワイズ）



• しかし、ステップワイズしようとしてもエラーとなった。

• やはり、説明変数が数多くなっているため、ステップワイズ分析をできなかった恐れが
ある（国別に見ようとした結果も同様にエラーとなった）。

• そのため、自身で説明変数を絞り込むことに。

性別（X0001）年齢（X0002）家族構成（X0032）は利用する

また、最終学歴（X0003）自身の英語力（C0051）

職業（X0004）世帯収入（X0011）の4つの変数は相関も強そうなので、

職業（X0004）のみ用いて分析することに

国（COUNTRY）も多項ロジットモデルに新たに入れて分析

４．分析（ステップワイズ）



• 国を説明変数にいれたところ、有意となったものは係数がすべてマイナスとなっていた
ので解釈が困難。

• 有意となった変数も年齢のみで、有用な示唆を得るためにはもう少し有意となる変
数も必要である。

• 国を除き再度、多項ロジットモデル（3回目）で分析を行う。

４．分析（多項ロジットモデル②）



性別（X0001）→女性の方が外国語学校を利用する
年齢（X0002）→若い人の方が外国語学校を利用する
生徒（X0004）→使っている人と使っていない人の差が別れている
家族構成（X0032）→外国語学校を利用している人は単身世帯の人より複数世帯
（子持ち）の人の方が多い

１＝外国語学校を現在利用していないし、
今後も利用するつもりはない
２＝外国語学校を現在利用していないが、
今後利用意向はある
４＝外国語学校を現在利用しているし、
今後も利用意向はある

国ごとの差は2回目で確認できていたので、それらの変数に関しての単純集計を用いて考察を深める

４．分析（多項ロジットモデル③）



家族構成（X0032）→外国語学校を利用している人は単身世帯の人より複数世帯（子持ち）の人の方が多い

2世代世帯は各国で6割近い数値（韓国やスリランカは特に高い）
やはり親が子を外国語学校に通わしているのでは？→親に知ってもらうための告知をすべき

５．考察
～分析結果と単純集計からいえること～



発展途上国は若者が多い
＝人口減少の先進国（日本や韓国）より
需要が大きいはず

ただし、所得面の問題もある…
→いかに手頃な価格で外国語学校を提供するか
あるいは、まず所得の高い人から順次導入

年齢（X0002）→若い人の方が外国語学校を利用する

５．考察
～分析結果と単純集計からいえること～



http://estorypost.com/wp-content/uploads/2012/

11/a50232dcdd5a809c7eae3ed090de1824.jpg?6dfaae

(最終アクセス日 2013/12/02)

性別（X0001）→女性の方が外国語学校を利用する

若い女性により使ってもらうための施策
→女性割（レディースデイ的な…）

年齢（X0002）→若い人の方が外国語学校を利用する

英語教育大手の“EF English First”が行った
「世界の英語力ランキング」 （2012年度）

５．考察
～分析結果と単純集計からいえること～

http://estorypost.com/wp-content/uploads/2012/11/a50232dcdd5a809c7eae3ed090de1824.jpg?6dfaae


６．マーケティング的提言

①ミャンマー、インド、スリランカを除いた各アジア諸国で外国語学校の利用意向は

実際の1年間の利用者よりも増加傾向にある。

⇒マーケティング（顧客獲得）する余地があるのでは？

②韓国・中国・タイ・ベトナム・ウズベキスタンでは今後、外国語学校を利用していこうとして
いる人が多く存在する。（特にウズベキスタン）

③インド、マレーシアは英語を話せる人も多く存在するので、外国語学校を利用しようとす
る割合が低いのではないだろうか。

④日本人はまだまだ英語に対する意識が低い・・・（？）

⑤中国・タイ・ベトナム・インドは特に低所得者の割合が多い。

⑥韓国・マレーシア・ミャンマーは中低所得者で大きな割合を占めている。

⑦日本・スリランカ・ウズベキスタンは比較的、高所得者も多く存在する。

～記述統計等から見る教育業界への新たな可能性～



６．マーケティング的提言

a. やはり親が子を外国語学校に通わしているのでは？→親に知ってもらうための告知をすべき

b. 発展途上国では人口減少の先進国（日本や韓国）より外国語学校の需要が大きいはず

c. いかに手頃な価格で外国語学校を提供するかあるいは、まず所得の高い人から順次導入

d. 女性割（レディースデイ的な…）

e. 生徒では使っている人と使っていない人の差が別れている

～分析結果から見る教育業界への新たな可能性～



６．マーケティング的提言

②韓国・中国・タイ・ベトナム・ウズベキスタンでは今後、外国語学校を利用していこうとしている人が
多く存在する。（特にウズベキスタン）

⑤中国・タイ・ベトナム・インドは特に低所得者の割合が多い。

b. 発展途上国では人口減少の先進国（日本や韓国）より外国語学校の需要が大きいはず

c. いかに手頃な価格で外国語学校を提供するかあるいは、まず所得の高い人から順次導入

• ② ⑤ b. c. よりマーケティング的提言をおこなう

 中国・タイ・ベトナムは若者の人口も多く、彼らにより利用してもらえるのでは。

 ただし、これらの国は低所得者の割合が多く、そもそも外国語学校を利用できる環境に
現在はないのであろう。

 そこで、いかに安価な価格で提供できるかがポイントであろう。

 また、これらの国では政府機関や公共機関が提携して教育制度を充実させていくこと
もできるのではないだろうか。

～記述統計・分析結果から見る教育業界への新たな可能性～



６．マーケティング的提言

②韓国・中国・タイ・ベトナム・ウズベキスタンでは今後、外国語学校を利用していこうとしている
人が多く存在する。（特にウズベキスタン）

⑦日本・スリランカ・ウズベキスタンは比較的、高所得者も多く存在する。

b. 発展途上国では人口減少の先進国（日本や韓国）より外国語学校の需要が大きいはず

c. いかに手頃な価格で外国語学校を提供するかあるいは、まず所得の高い人から順次導入

• ② ④ ⑦ b. c. よりマーケティング的提言をおこなう

 ウズベキスタンは調査国で最も利用意向者が多かったので、充実度を図るべき。

 ウズベキスタンは高所得者も多い。

 いかに充実したサービス内容の外国語学校を提供するか、がポイントであろう。

～記述統計・分析結果から見る教育業界への新たな可能性～



６．マーケティング的提言

③インド、マレーシアは英語を話せる人も多く存在するので、外国語学校を利用しようとする割
合が低いのではないだろうか。

⑤中国・タイ・ベトナム・インドは特に低所得者の割合が多い。

⑥韓国・マレーシア・ミャンマーは中低所得者で大きな割合を占めている。

b. 発展途上国では人口減少の先進国（日本や韓国）より外国語学校の需要が大きいはず

c. いかに手頃な価格で外国語学校を提供するかあるいは、まず所得の高い人から順次導入

• ② ④ ⑦ b. c. よりマーケティング的提言をおこなう

 インド・マレーシアはもともと英語を話せる人が多いので、英語以外の語学（スペイ
ン語や中国語、日本語など）の学校を導入していくべきでは。

 やはり、中低所得者が多いので、いかに安価に提供できるかも重要である。

～記述統計・分析結果から見る教育業界への新たな可能性～

（女性割りも含めた割引のようなもの）



７．今後の課題と反省点

• 価格や年齢などからしか、マーケティング的提言を行うことができず、具体的な施策
を提案できなかった。

• 国別に有用な示唆を得ることが本研究の目的であったが、国別の違いをはっきりとし
た分析によって述べることができず、漠然とした提案しかできなかった。

• 初めの段階からある程度、消費に関連した変数やメディア等の変数に目をつけ、絞
り込んでおくことで、より具体的な提案ができたのではないだろうか。

• 国別の違いを分析で明らかにできなかったが、二次データをより利用する必要があっ
たのではないか。
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• Q19 次に挙げるような事柄のうち、あなたがとても心配していることはどれですか。深刻なものをお答
え下さい。いくつでもかまいません。（MA）

1. 貧困
2. 国内における経済的不平等
3. より公正な世界貿易
4. テロリズム
5. 環境破壊、汚染、天然資源問題
6. 戦争・紛争
7. 天災・自然災害
8. グローバリゼイション
9. 健康・医療に関する問題
10. 国内の経済問題
11. グローバルな不景気
12. 犯罪
13. 人権問題
14. 汚職
15. 民主主義の欠如

16. 麻薬、麻薬中毒
17. 難民・亡命問題
18. 失業・職不足
19. 教育制度
20. 自国の社会福祉制度
21. 科学者の倫理
22. 社会の高齢化
23. 変化の速さ、技術の進化が速すぎる
24. 大企業の脅威
25. 宗教的原理主義
26. 人口過剰
27. モラルの低下・精神的退廃
28. その他
29. 分からない

９．付属資料



• Q36-2 今後1～2年であなたご自身が利用したいと思われるサービスを全てお知ら
せ下さい。今までにご利用になったことのあるなしに関わらずお聞かせ下さい。（MA）

サービス種類
＜旅行＞
1. 国内旅行（出張を含む）
2. 海外旅行（出張を含む）
＜スクール＞
3. 外国語学校
4. 職業のための高度な専門学校
5. パソコン学校
6. 絵画・音楽・料理などの習い事

＜金融＞
7. 銀行預金(個人預金または共同預金) 
8. 国際クレジットカード（VISA、マス
ターカード等）
9. 生命保険（自分で掛け金を払っている）
10. 健康保険・医療保険（自分で掛け金
を払っている）
11. 自動車保険（自分で掛け金を払って
いる）
12. 損害保険（火災・災害等の保険）
（自分で掛け金を払っている）
＜通信＞
13. 電話回線
14. ケーブルテレビ回線
15. インターネット
16. この中ではひとつもない
17. 利用意向はない／わからない

9．付属資料



C0051=どのくらい英語を話せるか
X0003＝最終学歴

9．付属資料



D0089＝あなたが心配していること（→教育制度）
B0083=今後利用したいサービス（→外国語学校）
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D0089＝あなたが心配していること（→教育制度）
B0083=今後利用したいサービス（→外国語学校）
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D0089＝教育に不満がある
X0001＝性別

9．付属資料



D0089＝教育に不満がある
X0002＝年齢
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D0089＝教育に不満がある
C0051＝どのくらい英語が話せるか

9．付属資料



9．付属資料
多項ロジットモデル（1回目）

K4＝外国語学校の4分類した結果
説明変数＝性別（X0001）年齢（X0002）
最終学歴（X0003）自身の英語力（C0051）
職業（X0004）世帯収入（X0011）家族構成
（X0032）



9．付属資料



9．付属資料



D0089＝教育に不満がある

9．付属資料

ステップワイズ分析
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ステップワイズ分析



9．付属資料 多項ロジットモデル（2回目）
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